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今年も早いもので、半年が過ぎました。少しずつですが、地域へ向けての活動もおこなっております。「地域に選ばれる
病院」として、1日1日を大切に職員一同頑張っていきます。

http://www.yuzuriha.or.jp/

編 集
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武次食堂

土井首
バス停

「最近、眠れない」「毎日、ゆううつで何もしたくない」「仕事でのストレスで体調がすぐれない」
「最近、親が物忘れがひどくなった」等、誰にも悩みを話せない・・・でもどうにかしたい！
そのような悩みがあれば、私たちからご自宅等へ出向きお話を聞かせて下さい。
一緒にお悩みを共有しながら、「こころの元気」を取り戻すお手伝いをさせて下さい。
※まずは、お気軽にお電話下さい。（相談内容によっては、ご依頼できない場合もございますのでご了承ください。）

「出張相談」いたします

当院へ徒歩でお越しの際は、坂の登り
口より電話（095-878-3734）していた
だければ、坂の下までお迎えに参りま
すので遠慮なくご利用ください。
（土日祝は除きます）

この区間は
急な上り坂に
なっています

駐車場

診療科目

病床数

長崎バス
30番系統に乗車　（深堀・香焼・野母崎方面行き）
土井首バス停下車　徒歩およそ10分
クルマ
国道499号下り線土井首バス停の次の信号の先を左折
（田吾作米の看板が目印）
長崎駅・大波止ターミナルからは、野母崎・香焼方面に向け
国道499号線沿いをおよそ30分走行

〒850-0975 長崎県長崎市三和町413番地

TEL 095-878-3734 FAX 095-878-3289
検  索杠葉病院

すすす ～こころのかぜひいていませんか？～

電話受付：平日（月～金）（10:00 ～16:00）（予約制）
お問い合わせ：（095）878-3734　事務総務課　担当：吉田形（よしだがた）、地域生活支援課　担当：冨永

連絡先

地域生活支援課からのお知らせ
～患者様とご家族の方へ～
外来受診や入院相談に関しては、
地域生活支援課のソーシャルワーカーが対応します。
ささいな事でも構いませんので、お気軽にご相談ください。

～医療機関および施設の方へ～
地域医療連携の窓口として
「地域生活支援課」が、お話をうかがいますので、
ぜひご利用ください。

受付時間 ： 8:50～17:10 電話 095-878-3734 （代表）ファックス095-878-3289 （代表）

「第10回　ゆず春祭り」開催しました。
　平成27年5月23日（土）、あいにくの曇り空
ではありましたが、「第10回　ゆず春祭り」を
開催しました。“第10回”の記念の祭りとなり、
今まで以上にステージ上の催し物や模擬店の出
店となりました。

　当日は、模擬店やステージ催し物を外部ボラ
ンティアの多くの皆様にご協力をして頂き、お
祭りも大いに盛り上がりました。さらに、入院
中のご家族の皆様や近隣地域の住民の皆様など、
多くの方々が来場され地域交流の機会になりま
した。

坂井副院長より
開催挨拶

午前の部は、
エイサーで会場が大盛り上がり！

午後の部では、ステージ上で、
ラムネ一気飲み大会にキッズダンス、
お楽しみ抽選会などが行われました

会場では模擬店で、職員が大奮闘！

最後の締めは、職員一同での「妖怪体操」

盛り上がり
ました！
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病 院 理 念

患者様本位の医療と看護
一、人間としての尊厳と生活の質を重視した全人的なケアの提供

二、地域社会との連携を目指した医療・看護サービスの提供

三、職員の専門知識の向上による医療・看護の充実

基本方針

五島市にある香珠子海岸を撮影

杠葉病院は、大正13年に創設された精神科の医療機関です。
長崎市南部の緑豊かな環境の中、地域に根差した医療を心がけています。
職員一同、「患者様本位の医療と看護」の理念に基づいた人間的温かみのある

医療サービスの提供に努めます。



いかに楽しく
日常を過ごして頂く為に!!

「作業療法課」紹介
　私たち作業療法課は、ベテラン作業療法士から新人作業療
法士まで幅広く在籍しており、現在男性4名と女性2名の計
6名で構成されています。
　当院は6病棟有りますので、作業療法士各々が1病棟ずつ
を担当しています。
　当院では大きく分けて2スタイルの作業療法活動を行って
います。一つは「センター OT」です。各病棟から作業療法
室へ集まり、創作活動やレクリエーション活動、卓球等の運
動活動を行っています。もう一つは「病棟OT」です。各病
棟内で行われる病棟単独の作業療法活動です。病棟OT活動
もセンター OT活動と内容的には大差有りませんが、なかな
かセンター OTへ参加できない患者様にとっては、とても有
効的な活動になっています。
　作業療法活動内容の特徴的なものとして、
今当院作業療法活動でも人気のある活動が、
「間違い探し」等の学習プリントです。市販
の間違い探し雑誌を活用していますが、これ
を始めてから患者様の活動への取り組み姿
勢・集中の仕方、余暇の過ごし方など変化が
出てきました。作業療法活動中は勿論、病棟
での余暇時間等も好んで取り組んでいる患者
様も増えました。これは「脳トレーニング」
の一環として導入した活動ですが、こんなに
好評になるとは正直思っていなかったもので
すから、今はその準備で大変です（（+_+））。
　他に、エアロビ体操やウォーキング活動等、
運動による身体機能維持・改善活動を取り入

れています。これらの活動を通じ、転倒予防に繋がればと期
待しています。当院の入院患者様も随分と高齢化が進み、身
体的にも衰えが目立ってきています。その為、個々の患者様
への身体リハビリも随時取り入れ、身体機能の維持に努めて
います。
　退院促進もさることながら、現在入院している患者様に対
して、如何に楽しく日常を過ごして頂く為に、日々我々作業
療法士は努めております。

　初めまして。6月より杠葉病院に勤務させて頂くことと
なりました鬼塚　芙美（おにづか　ふみ）と申します。こ
れまでは主に長崎大学病院、長崎医療センターに勤務し、
主に統合失調症などの精神病疾患、気分障害、認知症など
の精神疾患の診療を中心に行って参りました。また、これ
まで総合病院で勤務していたこともあり、緩和ケアの精神
科担当医師としても多少の経験を有しております。
　職場におけるうつ病の増加、高齢化による認知症の増加
に対する対応、発達障害や引きこもり、摂食障害などの児

童思春期のこころの問題への対応など、昨今の精神医療に
対するニーズは拡大していく一方です。精神科医が多忙を
極める社会というものは決して幸せなものではありません
が、ストレス社会と言われる現在の社会の中で、気分の落
ち込みや不安、不眠などのこころの悩みを抱えておられる
患者さんやそのご家族の苦しみを少しでも早く解消するた
めにできる限りのお手伝いをさせていただければと考えて
おります。お気軽にお声掛けくだされば幸いです。
　どうぞよろしくお願い致します。

　現在、日本において肺炎による死亡が増加傾向にあり、厚
生労働省の死因別死亡数の割合の発表によるとH25年では
悪性新生物、心疾患に続いて3位に肺炎となっています。
　肺炎の中でも多いとされているのが誤嚥性肺炎とよばれ
る、食べ物が誤って気管に入ってしまい起こる肺炎です。抗
精神薬の副作用や加齢による筋力の低下により、嚥下機能が
低下することが一要因とされています。当病院においても治
療のため抗精神薬を服用されている方が多く、入院されてい
る患者さんの平均年齢は69歳（認知症治療病棟では85歳）
と高齢化が進んでおり、誤嚥性肺炎を予防する取り組みが必
要となっています。
　そこで、3月2～3日にかけて摂食・嚥下リハビリテーショ
ンに積極的に取り組み、肺炎の患者さんが減少している昭和
大学歯科病院、昭和大学附属烏山病院へ、医師・歯科医師・
看護師で病院見学へ行ってきました。昭和大学歯科病院では
口腔リハビリテーション科にて外来患者さんへの嚥下訓練や
口腔ケアの方法、嚥下造影検査の見学などをさせていただき
ました。昭和大学附属烏山病院では、入院患者さんに対する
嚥下障害の有無をみるスクリーニングテストの見学、食事中
の正しい姿勢や食べ物を噛み砕き飲み込めているかの観察方

　平成27年6月16日（火）、13:00から三和町公民館にて、三和町自治会・三和
町老和会・三和町公民館講座推進委員会主催で「生き活き元気セミナー」として、
認知症専門医である葉室　篤医師の講演をおこないました。三和町で初開催とも
あり、多くの地域の方々に足を運んでいただき、公民館会場も満席状態となりま
した。葉室先生の聞きやすい講話ともあり、各参加者の真剣な眼差しと姿勢が感
じられ、今回の「地域講座の期待の高さ」を感じました。セミナー終了後にはア
ンケートを実施し、地域住民の求めている事や「杠葉病院として地域におこなっ
て欲しい事」など、様々なご意見を伺うことができ、大変貴重な財産となりました。

法、誤嚥を起こしていないかをみる聴診方法など、両日とも
歯科医の先生方につかせていただき多くの事を学ぶことがで
きました。
　この昭和大学歯科病院、昭和大学附属烏山病院で学んだこ
とを基に、4月に病棟編成を行い、B－2病棟において摂食・
嚥下障害のある患者さんに対して摂食・嚥下リハビリテー
ションへの取り組みを始めています。患者さんが誤嚥性肺炎
を起こさず、食事を楽しめるようサポートしていきたいと思
います。

部署紹
介

摂食・嚥下リハビリテーションへの取り組み

三和町公民館講座で
講演をおこないました

【公開講座】

「そのもの忘れ、
 年のせい？認知症？」

講師：葉室　篤医師（認知症専門医）
～予防についても～

今回の講演のポイント
①良いもの忘れと悪いもの忘れがあり、認知症
は「体験の全部を忘れ、今まで意識すること
なくやれていたことが出来なくなる病い」
②認知症の症状で、「幻覚や妄想」もあること
③認知症の治療と予防で、個人で防御できる事
（運動や食事など）・個人で促進させない事（生
活習慣病への管理）について

メモリード杯バレーボール大会開催!!
第24回　長崎県病院親睦

　平成27年6月21日（日）、諫早市体育館にて、第24回長崎県病
院親睦　メモリード杯バレーボール大会が開催されました。今回、
杠葉病院バレーボールチームとして初参加でしたので、約3ヶ月と
短い期間で各病棟の看護職員や作業療法士、精神保健福祉士などの
メンバーで週1回の練習を重ねてきました。
　結果は「2敗」と勝利を挙げる事はできませんでしたが、各スタッ
フの親睦を深めた大会だと思いました。来年は、是非、「1勝」を目
指して頑張ります!!

着任のご挨拶 鬼塚　芙美 Dr
おにづか ふ　み

新任Drの

　平成27年5月15日（金）、杠葉病院　管理棟
2Fにて、介護職に興味がある方々を対象にした、
ハローワーク長崎企画の「職場見学会」を初開
催いたしました。
　“長崎市内の精神科病院では初めての試み”で、
見学希望者がどの位集まるか未知数でありまし
たが、当日は、ハローワーク長崎の職員の皆様
のお声掛けのおかげもあり、6名もの参加者が集
まりました。職場見学会では、病棟内以外の施
設などを見学して頂き、見学後は、施設の概要
説明や介護職の役割、当院独自で取り組んでい
る“准看護師育成講座”についてそれぞれの担
当より説明をおこないました。その後、現場で
働く介護職員と活発な意見交換会をおこない、
見学会終了後も個別面談で担当者と話される参
加者もいらっしゃいました。
　今回、初めての試みでありましたが、当院を
知って頂ける良いきっかけにはなったと感じま
す。後日、ハローワーク長崎のご担当の方から
見学者からの感想を聞くことができ、「現場の話
が聞けて良かった」「ステップアップができるこ
とが聞けた」など、大変有り難いお言葉を頂き
ました。今回、ご見学に来て頂いた皆様、本当
にありがとうございました。

「職場見学会」を開催しました

作業療法課　課長　　前園　健之

摂食・嚥下コーディネーター

本田　稔

今回見学に行った昭和大学附属烏山病院、昭和大学歯科病院

介護職員との意見交換会の様子

個別面談の様子

患者様の創作品

作業療法課の皆さん

活動の様子

職員活
動
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「作業療法課」紹介
　私たち作業療法課は、ベテラン作業療法士から新人作業療
法士まで幅広く在籍しており、現在男性4名と女性2名の計
6名で構成されています。
　当院は6病棟有りますので、作業療法士各々が1病棟ずつ
を担当しています。
　当院では大きく分けて2スタイルの作業療法活動を行って
います。一つは「センター OT」です。各病棟から作業療法
室へ集まり、創作活動やレクリエーション活動、卓球等の運
動活動を行っています。もう一つは「病棟OT」です。各病
棟内で行われる病棟単独の作業療法活動です。病棟OT活動
もセンター OT活動と内容的には大差有りませんが、なかな
かセンター OTへ参加できない患者様にとっては、とても有
効的な活動になっています。
　作業療法活動内容の特徴的なものとして、
今当院作業療法活動でも人気のある活動が、
「間違い探し」等の学習プリントです。市販
の間違い探し雑誌を活用していますが、これ
を始めてから患者様の活動への取り組み姿
勢・集中の仕方、余暇の過ごし方など変化が
出てきました。作業療法活動中は勿論、病棟
での余暇時間等も好んで取り組んでいる患者
様も増えました。これは「脳トレーニング」
の一環として導入した活動ですが、こんなに
好評になるとは正直思っていなかったもので
すから、今はその準備で大変です（（+_+））。
　他に、エアロビ体操やウォーキング活動等、
運動による身体機能維持・改善活動を取り入

れています。これらの活動を通じ、転倒予防に繋がればと期
待しています。当院の入院患者様も随分と高齢化が進み、身
体的にも衰えが目立ってきています。その為、個々の患者様
への身体リハビリも随時取り入れ、身体機能の維持に努めて
います。
　退院促進もさることながら、現在入院している患者様に対
して、如何に楽しく日常を過ごして頂く為に、日々我々作業
療法士は努めております。

　初めまして。6月より杠葉病院に勤務させて頂くことと
なりました鬼塚　芙美（おにづか　ふみ）と申します。こ
れまでは主に長崎大学病院、長崎医療センターに勤務し、
主に統合失調症などの精神病疾患、気分障害、認知症など
の精神疾患の診療を中心に行って参りました。また、これ
まで総合病院で勤務していたこともあり、緩和ケアの精神
科担当医師としても多少の経験を有しております。
　職場におけるうつ病の増加、高齢化による認知症の増加
に対する対応、発達障害や引きこもり、摂食障害などの児

童思春期のこころの問題への対応など、昨今の精神医療に
対するニーズは拡大していく一方です。精神科医が多忙を
極める社会というものは決して幸せなものではありません
が、ストレス社会と言われる現在の社会の中で、気分の落
ち込みや不安、不眠などのこころの悩みを抱えておられる
患者さんやそのご家族の苦しみを少しでも早く解消するた
めにできる限りのお手伝いをさせていただければと考えて
おります。お気軽にお声掛けくだされば幸いです。
　どうぞよろしくお願い致します。

　現在、日本において肺炎による死亡が増加傾向にあり、厚
生労働省の死因別死亡数の割合の発表によるとH25年では
悪性新生物、心疾患に続いて3位に肺炎となっています。
　肺炎の中でも多いとされているのが誤嚥性肺炎とよばれ
る、食べ物が誤って気管に入ってしまい起こる肺炎です。抗
精神薬の副作用や加齢による筋力の低下により、嚥下機能が
低下することが一要因とされています。当病院においても治
療のため抗精神薬を服用されている方が多く、入院されてい
る患者さんの平均年齢は69歳（認知症治療病棟では85歳）
と高齢化が進んでおり、誤嚥性肺炎を予防する取り組みが必
要となっています。
　そこで、3月2～3日にかけて摂食・嚥下リハビリテーショ
ンに積極的に取り組み、肺炎の患者さんが減少している昭和
大学歯科病院、昭和大学附属烏山病院へ、医師・歯科医師・
看護師で病院見学へ行ってきました。昭和大学歯科病院では
口腔リハビリテーション科にて外来患者さんへの嚥下訓練や
口腔ケアの方法、嚥下造影検査の見学などをさせていただき
ました。昭和大学附属烏山病院では、入院患者さんに対する
嚥下障害の有無をみるスクリーニングテストの見学、食事中
の正しい姿勢や食べ物を噛み砕き飲み込めているかの観察方

　平成27年6月16日（火）、13:00から三和町公民館にて、三和町自治会・三和
町老和会・三和町公民館講座推進委員会主催で「生き活き元気セミナー」として、
認知症専門医である葉室　篤医師の講演をおこないました。三和町で初開催とも
あり、多くの地域の方々に足を運んでいただき、公民館会場も満席状態となりま
した。葉室先生の聞きやすい講話ともあり、各参加者の真剣な眼差しと姿勢が感
じられ、今回の「地域講座の期待の高さ」を感じました。セミナー終了後にはア
ンケートを実施し、地域住民の求めている事や「杠葉病院として地域におこなっ
て欲しい事」など、様々なご意見を伺うことができ、大変貴重な財産となりました。

法、誤嚥を起こしていないかをみる聴診方法など、両日とも
歯科医の先生方につかせていただき多くの事を学ぶことがで
きました。
　この昭和大学歯科病院、昭和大学附属烏山病院で学んだこ
とを基に、4月に病棟編成を行い、B－2病棟において摂食・
嚥下障害のある患者さんに対して摂食・嚥下リハビリテー
ションへの取り組みを始めています。患者さんが誤嚥性肺炎
を起こさず、食事を楽しめるようサポートしていきたいと思
います。
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摂食・嚥下リハビリテーションへの取り組み

三和町公民館講座で
講演をおこないました

【公開講座】

「そのもの忘れ、
 年のせい？認知症？」

講師：葉室　篤医師（認知症専門医）
～予防についても～

今回の講演のポイント
①良いもの忘れと悪いもの忘れがあり、認知症
は「体験の全部を忘れ、今まで意識すること
なくやれていたことが出来なくなる病い」
②認知症の症状で、「幻覚や妄想」もあること
③認知症の治療と予防で、個人で防御できる事
（運動や食事など）・個人で促進させない事（生
活習慣病への管理）について

メモリード杯バレーボール大会開催!!
第24回　長崎県病院親睦

　平成27年6月21日（日）、諫早市体育館にて、第24回長崎県病
院親睦　メモリード杯バレーボール大会が開催されました。今回、
杠葉病院バレーボールチームとして初参加でしたので、約3ヶ月と
短い期間で各病棟の看護職員や作業療法士、精神保健福祉士などの
メンバーで週1回の練習を重ねてきました。
　結果は「2敗」と勝利を挙げる事はできませんでしたが、各スタッ
フの親睦を深めた大会だと思いました。来年は、是非、「1勝」を目
指して頑張ります!!

着任のご挨拶 鬼塚　芙美 Dr
おにづか ふ　み

新任Drの

　平成27年5月15日（金）、杠葉病院　管理棟
2Fにて、介護職に興味がある方々を対象にした、
ハローワーク長崎企画の「職場見学会」を初開
催いたしました。
　“長崎市内の精神科病院では初めての試み”で、
見学希望者がどの位集まるか未知数でありまし
たが、当日は、ハローワーク長崎の職員の皆様
のお声掛けのおかげもあり、6名もの参加者が集
まりました。職場見学会では、病棟内以外の施
設などを見学して頂き、見学後は、施設の概要
説明や介護職の役割、当院独自で取り組んでい
る“准看護師育成講座”についてそれぞれの担
当より説明をおこないました。その後、現場で
働く介護職員と活発な意見交換会をおこない、
見学会終了後も個別面談で担当者と話される参
加者もいらっしゃいました。
　今回、初めての試みでありましたが、当院を
知って頂ける良いきっかけにはなったと感じま
す。後日、ハローワーク長崎のご担当の方から
見学者からの感想を聞くことができ、「現場の話
が聞けて良かった」「ステップアップができるこ
とが聞けた」など、大変有り難いお言葉を頂き
ました。今回、ご見学に来て頂いた皆様、本当
にありがとうございました。

「職場見学会」を開催しました

作業療法課　課長　　前園　健之

摂食・嚥下コーディネーター

本田　稔

今回見学に行った昭和大学附属烏山病院、昭和大学歯科病院

介護職員との意見交換会の様子

個別面談の様子

患者様の創作品

作業療法課の皆さん

活動の様子

職員活
動
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今年も早いもので、半年が過ぎました。少しずつですが、地域へ向けての活動もおこなっております。「地域に選ばれる
病院」として、1日1日を大切に職員一同頑張っていきます。

http://www.yuzuriha.or.jp/

編 集
後 記

武次食堂

土井首
バス停

「最近、眠れない」「毎日、ゆううつで何もしたくない」「仕事でのストレスで体調がすぐれない」
「最近、親が物忘れがひどくなった」等、誰にも悩みを話せない・・・でもどうにかしたい！
そのような悩みがあれば、私たちからご自宅等へ出向きお話を聞かせて下さい。
一緒にお悩みを共有しながら、「こころの元気」を取り戻すお手伝いをさせて下さい。
※まずは、お気軽にお電話下さい。（相談内容によっては、ご依頼できない場合もございますのでご了承ください。）

「出張相談」いたします

当院へ徒歩でお越しの際は、坂の登り
口より電話（095-878-3734）していた
だければ、坂の下までお迎えに参りま
すので遠慮なくご利用ください。
（土日祝は除きます）

この区間は
急な上り坂に
なっています

駐車場

診療科目

病床数

長崎バス
30番系統に乗車　（深堀・香焼・野母崎方面行き）
土井首バス停下車　徒歩およそ10分
クルマ
国道499号下り線土井首バス停の次の信号の先を左折
（田吾作米の看板が目印）
長崎駅・大波止ターミナルからは、野母崎・香焼方面に向け
国道499号線沿いをおよそ30分走行

〒850-0975 長崎県長崎市三和町413番地

TEL 095-878-3734 FAX 095-878-3289
検  索杠葉病院

すすす ～こころのかぜひいていませんか？～

電話受付：平日（月～金）（10:00 ～16:00）（予約制）
お問い合わせ：（095）878-3734　事務総務課　担当：吉田形（よしだがた）、地域生活支援課　担当：冨永

連絡先

地域生活支援課からのお知らせ
～患者様とご家族の方へ～
外来受診や入院相談に関しては、
地域生活支援課のソーシャルワーカーが対応します。
ささいな事でも構いませんので、お気軽にご相談ください。

～医療機関および施設の方へ～
地域医療連携の窓口として
「地域生活支援課」が、お話をうかがいますので、
ぜひご利用ください。

受付時間 ： 8:50～17:10 電話 095-878-3734 （代表）ファックス095-878-3289 （代表）

「第10回　ゆず春祭り」開催しました。
　平成27年5月23日（土）、あいにくの曇り空
ではありましたが、「第10回　ゆず春祭り」を
開催しました。“第10回”の記念の祭りとなり、
今まで以上にステージ上の催し物や模擬店の出
店となりました。

　当日は、模擬店やステージ催し物を外部ボラ
ンティアの多くの皆様にご協力をして頂き、お
祭りも大いに盛り上がりました。さらに、入院
中のご家族の皆様や近隣地域の住民の皆様など、
多くの方々が来場され地域交流の機会になりま
した。

坂井副院長より
開催挨拶

午前の部は、
エイサーで会場が大盛り上がり！

午後の部では、ステージ上で、
ラムネ一気飲み大会にキッズダンス、
お楽しみ抽選会などが行われました

会場では模擬店で、職員が大奮闘！

最後の締めは、職員一同での「妖怪体操」

盛り上がり
ました！
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のびのびリング

2015

夏
第 8号

病 院 理 念

患者様本位の医療と看護
一、人間としての尊厳と生活の質を重視した全人的なケアの提供

二、地域社会との連携を目指した医療・看護サービスの提供

三、職員の専門知識の向上による医療・看護の充実

基本方針

五島市にある香珠子海岸を撮影

杠葉病院は、大正13年に創設された精神科の医療機関です。
長崎市南部の緑豊かな環境の中、地域に根差した医療を心がけています。
職員一同、「患者様本位の医療と看護」の理念に基づいた人間的温かみのある

医療サービスの提供に努めます。
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